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論文内容の要旨
[目的]漢ん生薬呉某貨は，抗Helicobαcterpylori (H. pyZori)活性を示し，臨床医学的に胃・ -1二指
腸漬虜などH_pylori感染患者の除菌薬として有効であることが報告されている。木研究では，呉莱英の奏
功機序を解明するため，呉条英由来抗1l.pylori活性物質の抽出，精製を試み.さらに.化学構造を明らか
にし構造一掃性連関について解析した。
[方法]ジエチ Jレエーテルによる宍莱頁由*~旨性仙出成分を薄層クロマトグラフィーにより展開し，分離
した。これら抽出成分の抗H pylori活性(標準参照株:3株，臨床分離株:15株)をディスク法でinl定し，
抗菌活性画分を分離・精製後，核磁気共鳴装置により化学構造を決定した。精裂物質や各種抗薗薬の最小
発甫問阻-止止.濃度(仏M日IC)を寒天?
内細菌菌-に対して呉莱!t英i足ミ南来精製物質の抗菌t市古性そ検2柔長主，したo
[結果]呉莱英白米最強抗H pylori活性物質はアルキルメチーノレキノロン化合物であり. MICは0.05μg
/ml以下であり，従来.fT.ρ叫on除蘭治穣に汎用されている抗菌薬(アモキシシリンやクラリスロマイシ
ン〉の抗菌活性に匹敵するものであった。しかし，呉菜員由来物質は，極めて選択的に抗H.pylori活性を
示し他の腸内細関群に対して抗菌活性を示さなかった。
[結語]漢ん生薬呉莱夷の脂溶性画分には抗H.pylori 活性物質，アルキルメチールキノロン化合物が存在
した。この物質は，強力な，かっ選択的.抗H.pylori活性物質であり.H. pylori除菌治療に有望な抗菌
薬となることが期待される。
論文審査の結果の要旨
Helicobacter、pyloriはグラム陰性らせん状樗菌であり，人類の約半数がH.pylordこ感染し. H. pyLori 
感染症は慢性胃炎や胃・十:指腸漬窃，さらに，胃癌に闘弓ーが示唆されている。従って， H. pyloriを除菌
することは上記疾病対策に寄与することが期待される。現行，多斉fJ併用抗菌化学療法による除菌が試用さ
れている。呉集英は胃腸障害に有効な漢方生薬として畑られているが.その詳細な奏J]J機序!よ不明である。
申請者は曳菜英の奏功機序を解明するため，貝条英由来抗I.pylori活性物質の楠:u，精製を試み，さらに，
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化学構造を明らかにし，構造一括性連関について解析した。
ジエチルエーテルによる呉莱柴由来脂溶性抽出成分を薄層クロマトグラフィーにより，分離したc これ
ら抽出成分の抗1，.pylori活件:(標準参照株:3株，臨床分離株:15株)をディスク法で測定し抗蘭活件.
画分を分離・精製後.松磁気共鳴装置により化学構造を決定した。精製物質や各種抗菌薬の長ー小発育阻止
濃度 (MIC)を寒天平板希釈法で測定した。さらに.抗菌活性の選択性を解明するため，各種腸内細蘭に
対して呉莱英山来精製物質の抗菌活性を検索した。
呉来9!i由米最強抗H.pylori活性物質はアルキルメチールキノロン化合物であった。 MICは0.05με/ml
以下であり，従%:. H. pylori除菌治壕にかL同されている抗菌薬(アモキシシリンやクラリスロマイシン)
の抗菌効果に匹敵したc 呉茶英由来物質は選択的抗l.pylori活性を.iJえしたが，他の腸内細菌群に対して抗
菌活性を示さなかった。
申請宥は投:方建築 史菜英の脂溶性曲ー分に抗H.pylori活件ー 物質， アルキノレメチールキノロン化合物が存
在することを見い出した。この物質は，強力な，かっ選択がj抗H.pylori物質であり，H. pylori除菌治療
に釘望な抗出品ijとなるロJ能性がある。申請者の知見は慢性胃炎や胃・十二指腸潰寝， さらに，胃絹に関与
が示唆される11.pylori感染症に対する新規抗菌治療戦略の開発に寄守することが期待され，よって，申請
者は博士(医学)の学怖を授与されるに値すると判定される。
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